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1．まえがき

　ハードボードは，合板など他の木質材料にくらべ

て，均質等方性であり，二次加工性も良いなどの長所

を有するが，その反面，吸水・吸湿による寸度変化が

大きいことが欠点となっている。

　それゆえ，製造技術の改良によって，水分による寸

度変化の小さいハードボードが生産されるようになる

ことが望ましいが，現段階においては，現在市販され

ているハードボードの吸水性に関する諸性質を把握し

ておき，その適正な利用を図ることも重要と考える。

　本報では，厚さ3．5mmの市販ハードボード7種類に

ついて，水温25℃における吸水速度，吸水率と，各

吸水率到達直後およびボード内水分均一化後と再乾燥

後の長さ，厚さの寸度変化との関係を測定した結果，

得られた二，三の知見について報告する。

2．供試材料
本試験に使用した供試材料の種類と性質を第1表に

示した。

　ハードボードは，市販品の中から，湿式法による片

面平滑のもの2種類（三井ボード，アキモクボード），

乾式法による両面平滑のもの2種類（ノダボード，テ

トラ）の，4種類の商品名のものについて，それぞれ

の標準品（Ｓ）と油脂処理品（Ｔ）とを，合計7種類

のボードを試験に供した。これら商品名4種のハード

ボードを，無作為にＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの頭記号をつけて

呼称することにする。

　また，セン，シナ，ラワンの合板3種類を，比較対

照材料として取り上げた。

　3．試験方法

　3．1　吸水率と寸度変化率の測定

（1）試験片

　各供試材料の原板（巾91cm×長さ182cm）から，

巾10cm×長さ29．5cmの試験片を，その長手方向が，

原板の長手方向と平行（//）および垂直（⊥）となる

ように採取した。試験片数量は，材料

の種類と採取方向の組合せ条件につ

き，それぞれ約50個とした。

　これら気乾の試験片を，105℃の恒

温乾燥器で全乾にし，デシケーター中

で放冷後，全乾における重量，長さ，

厚さを測定した。

　本試験では，これらの全乾状態にお

ける重量・寸度の値を，吸水率や寸度

変化率を計算するときの基準値とし

た。

（2）寸度の測定方法

　長さの測定は，試験片の長手方向の

中心線の良さを，0．01mm目盛ダイヤ

　第1表　供　　試　　材　　料

　（注）　（1）種類のS…標準品，T…油脂処理晶。
　　　　　（2）厚さは．公称厚さを示す。
　　　　  （3）合板は，3プライ，Ⅱ類合板，単板橋成1＋2＋1。
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ルゲージ付き長さ測定器を用いて測定した。

　厚さの測定は，試験片の中央の厚さを，0．01mm目

盛ダイヤルゲージ付き厚さ測定器を用いて測定した。

（3）吸水処理

　全乾の試験片を，250cの恒温水槽中に浸漬した。

浸潰時間は，材料種類と採取方向とが同一の1組（約

50個）の試験片について，それら個々の試験片の吸水

率が，0～約50％の範囲にわたり，約１～２％刻みの

等間隔分布となるように，それぞれに所要の時間だけ

（最大7日間まで）浸潰吸水させた。

　所定吸水率に到達した試験片は，水中より取り出

し，表面に付着した余剰水分をろ紙でふきとり，重

量，長さ，厚さを測定し，“吸水直後”の吸水率，寸度

変化率（いづれも全乾基準）を求めた。

（4）放置処理（ボード内水分均一化処理）

　吸水処理を終えた各試験片を，水分の蒸散・吸着を

防ぐためポリエチレン袋に封入し，約20℃の環境に

30日間放置して，試験片内部の水分分布（水分傾斜）
第2図　吸水後の放置期間と寸度変化

第１図   吸水後の放置期間と厚さ方向の水分分

を均一化した。

　なお，放置処理期間と，試験片内部の厚さ方向の水

分分布，および寸度変化との関係を測定した予備試験

の結果の一例を第１図，第２図に示す。これによる

と，約10～15日間でボード内水分が均一となり，寸度

変化も定常状態に達する。なお，厚さ方向の水分分布

の測定方法は，次節で述べる。

　放置処理を終えた試験片はポリエチレン袋より取り

出し，長さ，厚さを測定し，“水分均一化後”の寸度変

化率を求めた。

（5）再乾燥処理

　放置処理後の測定を終えた試験片を，105℃で全乾

にし，デシケーター中で放冷後，長さ，厚さを測定

し，“再乾燥後”の寸度変化率を求めた。

　3．2　厚さ方向の水分分布の測定

（1）試験片

　供試材料の原板から，巾6cm×長さ23cmの試験片

を，各試験条件につき，2枚1組として3組ずつ採取

した。



　なお試験片の端面は，吸水処理中にその端面からの

吸水による影響を防ぐため，クリヤラッカーで塗装シ

ールした。

　これらの試験片を，前節の寸度変化試験と同一条件

にするため－105℃で全乾にし，デシケーター中で放

冷した。

（2）吸水処理および放置処理

　全乾の試験片を，25℃の水中に浸漬した。

　所定時間浸潰吸水させた試験片は，水中より取り出

し，表面に付着した余剰水分をろ紙でふきとり，“吸

水直後”の水分分布を測定するときは，そのままただ

ちに次項に述べる測定をおこなった。

　また‘‘放置処理後”の状況を測定する場合には，吸

水処理後の試験片を，水分の蒸散を防く小ためポリエチ

レン袋に封入し，約20℃の環境に所定期間放置して

から、次項の測定をおこなった。

（3）水分分布の測定

　吸水処理または放置処理の終えた試験片を，端面か

らの吸水による影響を除くために，さらにその周囲を

1．5cmずつ切り落して，巾３cm×長さ20cmの測定片

とした。

　同一条件で前処理した2枚1組の測定片を，手鉋を

用いて，1牧は表面から，他の1枚は裏面から，それ

ぞれの面に平行に厚さ約0．4mmずつ，測定片の厚さ

のほぼ半分以上まで鉋削し，それらの各鉋削片の含水

率を秤量管を用いて測定し，厚さ方向の水分分布を求

めた。

　4．試験結果

　各供試材料の吸水曲線を第3図に,“吸水直後”の吸

水率と寸度変化率との関係を第４図,第５図に，“水

分均一化後”におけるそれらの関係を第６図，第７図

に，また“再乾燥後”におけるそれらの関係を第８図，

第9図に示した。

　なお，吸水率と長さ変化率との関係は，試験片の採

取方向が//と⊥との両者について測定したが，これら

の関係曲線は//と⊥とで殆んど類似の形であるため，

図を簡素化する意味で，第4，6，8図には//の場合

のみを示してある。
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第3図　吸　　水　　曲　　線

　第4図　吸水直後の長さ変化



第7図　水分均一化後の厚さ変化 　第10図　吸水直後の厚さ方向水分分布

第6図　水分均一化後の長さ変化

　第9図　再乾燥後の厚さ変化

　第8図　再乾操後の長さ変化

第5図　吸水直後の厚さ変化
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　それから，再乾燥後の寸度変化について，合
板類は再乾燥処理による変形が甚しいため寸度
の測定ができなかった。
　また，第6，7，8，9図のうち，図中に直
線的な相関関係の認められる領域については，
回帰方程式y＝aX＋b〔ただし，y：寸度変化率
（％），X：吸水率（％）〕の回帰常数a，b
を，最小自乗法により求めた。

　5．考察

（1）“吸水直後”の寸度変化

　浸漬吸水過程，すなわち吸水直後の寸度変化

曲線（第4，5図参照）は，吸水率が0％から

約50～60％の広範囲にわたり，ほぼ指数凾数的に

増加する。

　このように吸水直後の寸度変化率の増加割合

が，吸カ（率の広い範囲にわたって微分的に変化

してゆくのは，第10図に厚さ方向の水分分布の

測定結果の一例を示すように，かなり長期にわ

たる浸漬吸水期間を経過しても，ボード内部の

厚さ方向に水分傾斜が存続するため，水分の滲

透度合の異なる厚さ方向の各層の膨脹応力が，

時間の凾数として相互に拮抗し合いながら，ボ

ード総体としての寸度変化がきわめて徐々に進

行してゆくことに起因すると推察される。

　したがって，吸水直後の寸度変化率と吸水率

との間には，特定の相関関係は見出しにくい。

（2）"水分均一化後”および“再乾燥後”の寸度

　　　変化

　吸水直後の寸度変化に対比して，ボード内

水分均一化後の寸度変化曲線（第6，7図）は，

各供試ボードに共通的な特徴のある形を示す。

すなわち，1）吸水率が約５～20％の領域にお

いて，寸度変化率と吸水率との間に，それぞれ

の材料に固有の直線的相関性が認められる。

　　　　ハードボードの吸水による寸度変化

　第2表　水分均一化後の寸度変化特性

第3表　再乾燥後の寸度変化特性値



　ハードボードの吸水による寸度変化

第12図厚さ変化の特性曲線

第11図　長さ変化の特性 曲線

2）吸水率が約30％‘以上の領域においては，寸度変化

率は吸水率とは関係なく一定となり，それぞれの材料

に固有の最大値を示す。

　再乾燥後の寸度変化曲線（第8，9図）について

も，水分均一化後の場合の1），2）と同様な傾向が認

められる。なお，3）再乾燥後の厚さは吸水処理前の

厚さまで戻らないが，長さは吸水処理前の長さよりも

短くなる。

　これらの寸度変化曲線の共通的特徴を，模式的に示

したのが第11図，第12図（供試材料Asの曲線を例示）

である。図中の傾斜した直線部分
─

ＢＣ，
──

ＦＧの回帰常

数a，b，および水平部分
--------

ＤＥ，
--------

ＨＩの最大寸度変化率

を，各供試材料について二求めた結果を第2表，第3表

に示した。ちなみに，このa値は，吸水率1％増加に

対する寸度変化率に相当する。

　ハードボードの吸水による寸度変化は，これらの特

性値を以って特徴づけることができるのではないかと

考える。

　　　　　　　　　　　　　　－木材部　加工科－

　　　　　　　　　　　（原稿受理　45．4．10）


